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会 社 名	 株式会社ティラド	
設　　立	 1936 年 11 月 11日	
本社住所	 東京都渋谷区代々木 3 丁目 25 番 3 号
資 本 金	 82 億 9,564 万円
従業員数	 単体 1,555 名（2011 年 3 月 31日現在）
	 連結 2,896 名

連結子会社数	 10 社
持分法適用会社数	 7 社
上場証券取引所	 東京証券取引所市場一部上場
事業分野	 自動車部品の製造
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　ティラドは、環境貢献企業としてその取り組みをホーム
ページと本冊子で公開しています。
　又、海外のステークホルダーの皆様にもティラドの声を
お届けする為、英語版環境報告書を発行しております。英
語版ホームページの環境活動情報と併せてご覧ください。
●環境への取り組み情報
　http://www.trad.co.jp/environment

【対象範囲】
●組織　株式会社ティラド、国内・海外連結子会社
●期間　年間実績データの集計期間：2010 年度
　　　　（2010 年 4 月～ 2011 年 3 月）

【参考にしたガイドライン】
　環境省　環境報告ガイドライン（2007 年版）
　環境省　環境会計ガイドライン（2005 年版）
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●ティラド
①本社	 東京都渋谷区
②秦野製作所	 神奈川県秦野市
③名古屋製作所	 愛知県知多郡東浦町
④滋賀製作所	 滋賀県東近江市
⑤研究開発センター	 愛知県名古屋市
	 神奈川県秦野市
⑥生産技術開発センター	 滋賀県東近江市

●ティラド・グループ（子会社）
⑦アスニ（株）　神奈川県秦野市
⑧東和興産（株）　愛知県名古屋市
⑨東和運輸（株）　愛知県知多郡東浦町	
⑩T.RAD North America Inc.　米国ケンタッキー州
⑪東洋熱交換器（中山）有限公司　中国中山市
⑫T.RAD（THAILAND）Co.,Ltd.　タイ チャチェンサオ	
⑬T.RAD ITALIA S.p.A.　イタリア トリノ
⑭T.RAD Czech s.r.o.　チェコ ウンホスト
⑮PT.T.RAD INDONESIA　インドネシア ジャワ島チカラン区
⑯OOO TRM　ロシア ニジニノブゴロド市

ティラド・グループ（環境マネジメント対象会社）

主要製品

AT、CVT 用オイルクーラ ２輪車用空冷オイルクーラ 乗用車用 EGR クーラ ルームエアコン用熱交換機

建機用熱交換器モジュールＡCoM 軽乗用車用インタークーラ 乗用車用インタークーラ トラック用インタークーラ

２輪車用ラジエータ 乗用車用ラジエータ フォークリフト用ラジエータ 大型建機用モジュールラジエータ
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代表取締役社長

経営企画・環境担当役員
常務取締役

  東日本大震災を経て、エネルギーの有効活用が、今重要課題となって
います。ティラドが世界に誇る熱交換技術は、エネルギー効率の向上に
貢献し、温室効果ガス排出抑制にも寄与できる技術です。燃料電池やハ
イブリッド車（HV）・電気自動車（EV）向けの熱交換器や排ガス規制に
対応した EGR クーラ等は、次世代に向けた熱交換器メーカー、ティラド
の使命感の顕れといえます。	

従業員一人一人が受け継いできた経営理念、
●「すぐれた商品を提供し、社会の進歩に貢献する」   
●「会社の永続的な発展と、
　　　　  株主・取引先・従業員・地域社会の幸福を追求する」
は、第 9 次中期経営計画「T.RAD-9」の中で更なる発展を遂げています。
全社展開の根元となる「環境会議」では、私が議長を務め、環境経営
や環境製品開発の推進を図っています。日本政策投資銀行からも「環境
への配慮に対する取り組みが先進的」と評価をいただきました。

　将来社会のニーズを見据え、持続可能な未来に届く技術の革新に、ティ
ラドはこれからも挑み続けます。目指すは、「地球環境を配慮した世界
No.1熱交換器メーカー」です。

  ティラドは、製品開発やビジネスの拡大が環境負荷の低減に結びつく
ことを目指しています。目標とするのは、当社製品の使用によって削減さ
れた CO2 排出量、つまり「削減貢献量」が製品生産時に発生する「排
出量」を上回ることです。この「T.RAD 環境ビジョン 2020」は、従業
員一人一人に共有され、日々、優れた製品の開発と排出量の抑制に取り
組んでいます。2010 年度は、CO2 総排出量が 2006 年度比で 23.8%
の削減ができる等、堅実な成果を出せました。CO2 原単位排出量につい
ては、引き続き改善を進めています。

  2011 年度は、通常業務からより効果的な取り組みができるように、環
境教育を社内で実施し、一層の強化を図っていきます。
本年度も環境貢献企業、「ECO T.RAD」の進化をステークホルダー
の皆様に真摯に示してまいります。

持続可能な社会をリードする環境貢献製品を
世界に送り出しています。

製品の開発と提供が環境改善に繋がる企業、
「ECO T.RAD」として躍進していきます。

会社概要・ビジョン

トップメッセージ
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4
ティラドの中長期ビジョンです。環境保全や社会との繋がりを大切に考えています。

Key Words

熱交といえば…T.RAD！

信頼度 No.1 企業

ECO T.RAD

T.RAD WAY

会社概要・ビジョン

企業ビジョン

T.RAD 環境ビジョン 2020

1.  顧客に喜ばれる提案型企業
①業界 No.1 の品質、コストパフォーマンスの追求
②コア技術熟成、協業開発による差異化商品の提案
③地域に適応した商品開発

2.  信頼される企業	
①信頼される製品品質
②顧客、株主、地域、取引先、従業員から信頼される企業
③コンプライアンスの順守

3.  地球環境への貢献企業
①画期的環境商品の開発と提供
②省資源、再使用、再利用　生産	

4.  従業員の自己実現を支える企業	
①物づくりを通した人材育成
②安全で明るく風通しの良い職場
③ 3C  　ー Challenge　Change　Cooperation ー

●環境負荷をより低減する製品を開発・販売し、こうしたティラド製品の使用によって
　二酸化炭素の削減量が増加するようにします（「削減貢献量」）。	…A
●生産によって排出する二酸化炭素量（「排出量」）を削減します。	…B
●環境貢献製品使用の結果、削減できる二酸化炭素量
　生産時の二酸化炭素量

（=A「削減貢献量」）が
（=B「排出量」）を

2020年度以降、上回ることを目標とします。…A ≧ B
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2010 年度～ 2013 年度の中期経営計画の下、ティラドは更なる発展を図ります。

　Ⅰ .　高収益体質への転換 〈生き残りの原資〉

　Ⅱ .　ビジネス拡大に向けた商品戦略と技術戦略の推進 〈成長の原資〉

目　　的：	低成長時代を生き抜き、会社と従業員を守り抜くために体質転換を図る。
目　　標：	6 割操業で十分な利益を出せる体質への転換
重点施策：	1. あるべき生産工場への挑戦	 2. ダントツ品質ラインの構築
	 3. 原価の見える化	 4. 間接業務効率向上

目　　的：	新規ビジネスの獲得による会社の永続的な発展を図る。
目　　標：	環境貢献関連商品拡大　売上高比 30％以上
重点施策：	〈商品戦略〉	1. 環境ビジネスへの参入と拡大	 2. 地域に対応した商品開発による海外受注拡大
	 〈技術戦略〉	1. 熱交システム化技術の確立	 2. コア技術の戦略的投入
		  3. 設計品質の向上

※上記割合（％）は、基準年、2006 年度に対する削減分（e.g. ▲ 1％：1％削減）。
　基準年（2006 年度）国内事業所全体の実績：
　「生産における CO2 排出量」：42,845t、「生産における原単位 CO2 排出量」：0.60t ／百万円。
※金額は百万円単位。
⇒ 2010 年度環境目標と実績の詳細は、17・18 頁をご覧ください。

地域 取り組み対象 2011年度 2012年度 2013年度

海外 原単位CO2排出量
（t-CO2／売上金額） 目標 ▲1％ ▲2％ ▲3％

国内／海外 原単位産業廃棄物量
（国内：t／生産金額、海外：t／売上金額） 目標 ▲1％ ▲2％ ▲3％

地域 取り組み対象 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

国内

環境製品使用による
CO2 削減量（t-CO2）

目標 500 2,000 5,000 10,484

実績 1,072 ——

生産における
CO2 排出量（t-CO2）

目標 39,417
▲8％

38,560
▲10％

37,703
▲12％

36,418
▲15％

実績 36,963
▲13.7％ ——

生産における原単位
CO2 排出量（t ／生産金額※）

目標 0.57
▲5％

0.558
▲7％

0.546
▲9％

0.534
▲11％

実績 0.62
＋2.49％ ——

※上記割合（％）は、基準年、2010 年度に対する削減分（e.g. ▲ 1％：1％削減）。

会社概要・ビジョン

第 9 次中期経営計画「T.RAD-9」

■ T.RAD-9　環境目標と実績値

■ 2011 年度より、新たな目標を追加しました。
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　株式会社ティラド及びティラド・グループは、世界 No.1 熱交換システムメーカーを目指し、従業員一人一人
が環境への優しさを優先して、環境、及び生物多様性の保全と自然保護に取り組み、豊かで明るい社会の発
展に貢献いたします。

　株式会社ティラド及びティラド・グループは基本理念を実現するために、全社的な環境マネジメントシステム
を活用します。商品のライフサイクル全ての段階において、環境への影響を予測評価し、環境や生物多様性の
保全に関する目的・目標を定めて活動を実施し、システムの継続的な改善を図ります。		

重点項目	
①環境マネジメントの構築・充実を図り、環境経営の強化に努める。		
②仕入先と連携・協力して環境保全の向上に取り組む。			
③地球環境に配慮した設計・開発の推進体制の整備・展開を図る。		
④当社の環境影響を考慮し、関連する環境法やその他の要求事項を順守し、
　適用可能な自主管理基準を定め、より一層の環境負荷低減を図る	。
⑤全従業員に対する環境教育・啓発の充実を図る。				 
⑥環境情報を積極的に公開し、利害関係者との相互理解に努める。		
⑦地域社会と積極的に関わり、環境、及び生物多様性保全に努める。		
⑧温室効果ガスの排出量を削減し、地球温暖化防止に努める。
⑨環境汚染物質の排出を抑制し、環境汚染防止に努める。
⑩資源の有効活用及び廃棄物の低減を推進し、リサイクル・省資源に努める。

●１回／年　開催
　 ・「環境方針」や「中期経営計画」の審議・決定を行う。
　・年度取り組み結果の評価と次年度活動目標・計画を承認する。

生産部会
部会長：生産担当役員

山形　勘司
（エネルギー管理統括者）

エネルギー企画推進者：事務局

●１回／３ヶ月　開催
　・生産活動による環境負荷低減の対策を検討し、責任部署と連携を取る。
　・環境法令順守や省エネ・省資源活動、物流・調達改善の状況を確認する。

※各部会メンバーは関連部署の代表者によって構成されています。

環境会議
議長：社長　嘉納　裕躬

主催：TMS 推進室長
渡邉　一宏

●１回／３ヶ月　開催
　・従業員啓発活動や社会貢献活動・環境関連広報の方向性を議論する。	
　・グリーン調達を含め、全社統一の ISO14001 について協議する。
　・ＥＭＳのグローバル展開について進捗を確認・管理する。	

マネジメント部会
部会長：環境担当役員

百瀬　芳孝

●１回／３ヶ月　開催
　・環境に配慮した製品開発について検討し、進展状況を把握する。	
　・環境指標や製品開発に関する環境保全について協議する。

商品部会
部会長：技術担当役員

中野　公昭

マネジメント

環境方針：地球環境保全とグローバル環境経営を目指す

■ 全社組織

基本理念（指針）

環境方針（行動計画）
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マネジメント

CSR 方針 ： 持続可能な社会の創造に貢献する

　株式会社ティラドおよびその子会社は、ティラドの経営理念に基づき、社会・環境の調和のとれた持続可
能な発展に率先して貢献します。
　また、国内外・国際的な法令並びにそれらの精神を遵守し、誠実な企業活動を行います。

　株式会社ティラドおよび株式会社ティラドに働く全ての者は、そのグループ会社およびグループ会社に働く者
も含め、優れた品質の商品を倫理的側面に十分配慮して創出するとともに、企業と社会の継続的発展が密接
に関連していることを認識した上で、法令順守はもとより、経済、環境、社会の側面を総合的にとらえて事業活動・
生産活動を展開し、持続可能な社会の創造に貢献することを宣言します。

◆お客様・取引先・株主・従業員に対する行動姿勢
（1）	 社会的に有用でかつ環境に優しい商品を、安全性や個人情報・顧客情報の保護に十分配慮しつつ研究・.

開発・提供し、お客様の満足と信頼を獲得します。
（2）	 公正、透明、自由な競争ならびに適正な取引を行います。
（3）	 株主はもとより、広く社会とのコミュニケーションを行い、正確な企業情報を市場ルールに則って積極

的かつ公正に開示します。
（4）	 従業員（派遣・パート等を含む）の多様性・人格・個性を尊重するとともに、安全で働きやすい環境を

確保します。
◆環境問題への取り組み活動

（5）	 当社の提供する商品は、地球環境問題への真摯な取り組み無しでは考えられないとの認識で、ＩＳＯ.
14001 規格を柱として、自主的かつ積極的に行動します。

◆社会に対する貢献活動
（6）	 全ての事業所・製作所およびそこに働く者すべてが企業市民の一員であることを自覚し、積極的に社会貢

献活動を行います。
（7）	 社会の秩序や安全に脅威を与える反社会勢力および団体とは断固とした姿勢、毅然たる態度をもって対

決し、不当な圧力には決して屈することはありません。
（8）	 海外に事業展開を行うにあたっては、本行動理念に則った事業活動を行うとともに、国際ルールや現地

法律の遵守はもとより、現地の文化や慣習を尊重し、その国や地域の発展に貢献する経営を行います。
◆経営陣の企業倫理取り組み姿勢

（9）	 経営陣は、本行動理念の実現が自らの役割と認識し、率先垂範して社内に徹底し、グループ企業や取引
先に周知させます。また、社内外の声を常に把握し、実効ある社内体制整備に努めると共に、企業倫理
の徹底を図ります。

（10）	本行動理念に反する事態が発生したときには、経営陣が自ら率先して問題解決にあたり、原因究明およ
び再発防止に努めます。また、社会に対しての敏速かつ的確な情報公開と説明責任を遂行し、権限と責
任を明確にした上で、自らを含めて厳正な処分を行います。

※ＣＳＲにおける全社的な組織に関しては 8 ページの【内部統制組織】をご覧下さい。

ティラド CSR 方針

ティラド企業行動理念
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　近年、相次ぐ企業の不祥事やコンプライアンスの欠
如などが社会的問題となっており、それらを防ぐために
経営者が社内をコントロールする仕組み、いわゆる「内
部統制」の強化が企業に求められています。
　こうした状況の中、2006 年 5 月から施行された会
社法においても、内部統制についての定めが盛り込ま
れています。当社はこの施行に先立ち、内部統制への
対応に関する決議を、2006 年 5 月 19 日の（株）ティ
ラド取締役会において行いました。この決議の概要は、
2007 年（平成 19 年）3 月期の有価証券報告書で報告
しています。
　当社では、ティラド単体のみならず、子会社・関連会
社などのグループ会社を含め、内部統制システム構築の
展開を行っています。
　当社では、グループの事業活動の全般にわたって、
管理・運営の制度を必要に応じて見直すことで、業務
遂行の合法性・合理性および効率性の確保に努めてい
ます。会計面での企業の不正を防止するために、米国

で施行されたサーベンス・オクスリー法（SOX法）にならっ
て、日本でも金融商品取引法（J―SOX 法）が、2008
年度決算から適用され、内部統制の構築に当たる経営
者以下の責任者及び全社的な管理体制など経営者が定
めるべき基本方針についても、2008 年 3 月の取締役
会において決議されました。

　これらの取り組みでは、作成された財務報告が正しい
かどうかをチェックするだけではなく、報告の作成プロ
セスそのものにさかのぼって、誤りが起こらないような仕
組みを構築し、その仕組みの適正を公表していくことが
大切だと考えています。このために、ティラド・グループ
全体で取り組みを進めています。
　当社の内部統制関連の組織は、下図となっています。
2006 年 5 月の新会社法施行に伴い、2006 年 4 月1
日付で、「内部監査室」と「CSR 統括室」を新設しました。
法律への対応だけではなく、当社の“経営の品質向上”
につながる活動として、全社的な取り組みを進めています。

取締役会

経営会議・常務会

監査役員

C
S
R
統
括
室

人
事
・
総
務
部

製
作
所
・
セ
ン
タ
ー

営
業

内
部
監
査
室

T
M
S
推
進
室

CSR 活動委員会
CSR 担当役員

CSR 統括室
（内部統制推進部門）

株　主

外部監査人
（会計監査）

（内部統制監査）

内部監査室
（内部統制・モニタリング）

マネジメント

ティラドの内部統制

内 部 統 制 組 織



全社緊急連絡訓練（緊急対策本部）
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　当社は、法令や社会規範の順守・環境や国際社会と
の関りを含めたステークホルダーの皆様への責任等を踏

まえ、社会から信頼を受ける企業になることを目指して
おります。
　CSR 統括室を統括部門として、各部門にコンプライ
アンス推進のためのコンプライアンス責任者および推進
者を設け施策を進めています。また、コンプライアンス
に関する社内報告・相談体制の手段として「投書箱」
の設置、さらに顧問弁護士への通報制度を設ける等、
法令違反やコンプライアンスに関する問題の早期発見
と解決を図っております。	
　このような体制に加え、社員のコンプライアンス・マ
インドの向上を図るため、常時携帯できる「コンプライ
アンス･カード」を社員全員に配布したほか、ビデオに
よるコンプライアンスおよびセクハラ、パワハラ防止のた
めの研修、東証によるインサイダー取引防止に関する教
育を実施する等、徹底した啓蒙活動を展開しております。

　大規模地震が発生した際の事業継続のための取り組
みが、他の大災害に対する備えになると考え、発生の可
能性が危惧される東海・東南海地震、首都直下型地震
を想定した対応を最優先課題として考え取り組んでおり
ます。
　「全社緊急連絡網」の整備、衛星電話の設置を進め、
当社では毎年全社での緊急連絡訓練を行ない、シナリ
オに従い、人的・物的被害状況等、対策本部長である

社長が適格な判断を下せる情報が確実かつ迅速に伝え
られるかを検証しております。このような訓練は、当社
での問題点の発見と今後の取り組みを進めるにあたって
の良い“教訓”にもなり、これからも継続的な実施を予
定しております。緊急時に社員がどう対応すればよいか
をまとめた、携帯用「災害発生時対応マニュアル」を作
成し、危機管理体制の充実を図っています。

マネジメント

コンプライアンス（法令順守）

危機管理
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■ 品質保証の基本的な考え方
　ティラドは「品質は経営の原点」と位置付け、「お客
様に信頼され、満足していただき、かつ環境にも貢献す
る商品の提供」を経営の基本において企業活動を推進
しています。又、「品質を評価するのはお客様」との視
点に立ち、実際に使用される一般のお客様の立場に立っ
た品質保証活動を展開しています。

■ 新製品の品質保証
　新製品においては、設計～生産準備段階での品質熟
成の度合いが量産品質に大きく直結します。設計から量
産に至るまでに関所的な役割として部門合同での評価会
を 5 ステップ実施し、製品品質の熟成に繋げています。	
　この評価の中では、製品安全、法規制対応、環境へ
の配慮等、品質を広義に捉えて評価を実施しています。
又、設計～生産準備活動および当該評価会にて抽出さ
れた問題点・課題とそれに対する対応結果は、「品質熟
成シート」という帳票に記載され、全社ネットで一元管
理されます。情報を共有化し、問題点が量産に持ち込
まれないようにしています。			 

■ 教育・訓練
　モノつくり（＝品質作り込み）は人つくりと言われるよ
うに、人つくりは製品品質を確保する上で大変重要な役
割を負っています。ティラドでは、品質に関わる教育は、
新入社員から階層別教育まで体系的に行い、技能スペ
シャリストの育成にも力を入れています。2010 年度より
人事・総務部にて教育の一元化を図り、技能部門、スタッ
フ部門における積極的な人材育成に取り組んでいます。	

■ 品質中期経営計画
　品質の保証と向上には、堅実且つ効果的な体制や
しくみの管理が必須です。当社では、品質管理体制を
中期経営計画の重点施策に据えて、継続的な改善を	
図っています。

１．設計品質の向上					   
　（１）全機種に対する審査会の充実			 
　　　（研究開発センター）
　（２）重要失敗事例よりの源流改善
　　　・仕組み、検証ツールの落し込み	
　　　（研究開発センター）
２．製造品質の向上
　（１）工程内不良の低減
　　　（製作所／品質保証部）
　（２）工程保証マップの作成と運用
　　　（製作所／品質保証部）
　（３）良品条件の確立と標準化：自工程完結
　　　（製作所／品質保証部／生産技術開発センター）
　（４）ポカヨケの推進：未然防止
　　　（製作所）
　（５）ダントツ（桁違い）品質ラインの構築	
　　　（製作所／品質保証部）
３．仕入先品質の向上・支援、監査活動の充実	
　　　（製作所／資材部／品質保証部）	
４．グローバル品質保証
　（１）品質システムの充実：TS16949 の認証取得
　　　（品質保証部／ＴＭＳ推進室／製作所／
　　　 研究開発センター）				  
　（２）品質情報の収集・横展による不具合の未然・.
　　　 再発防止	
　　　（品質保証部／現地法人）	
  ※（　）は主管部署	

マネジメント

お客様への責任（品質管理の体質改革）
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　株式会社ティラドは、「安全衛生は、全ての活動において最優先」を基本理念として、全社員が健康で安心
して働ける職場環境を提供し、社員および家族の幸せを目指した会社経営に努めます。	

１．災害の未然防止を軸とした全社員による安全衛生活動の推進
２．安全衛生関係法および社内規定の順守								     
３．全ての社員（パート・派遣社員含む）に対する教育・訓練の実施	
４．明るく快適な職場づくり	

全 社 組 織

国 内

社長　嘉納裕躬

安全衛生担当役員　松本正弘

人事総務部

各（事）安全衛生委員会

各拠点安全衛生活動

海 外

全社安全衛生実務者会議
（毎開催）
（主管部署・事務局）人事・総務部
（議長）人事・総務部安全担当リーダ
（メンバー）
●各製作所　安全衛生委員会事務局
●各製作所　安全の番人
●人事・総務部　教育 G

（事務局）工場管理部
　　　　看護士・保険師
●総括安全衛生管理者（所長・議長）

●安全管理者
●衛生管理者
●安全の番人
●産業医
●子会社代表
●他、安全衛生委員

●安全の番人

内部監査室

チェック・監査
全社安全衛生推進会議

（１回／３ヵ月　開催）
（主管部署・事務局）人事・総務部
（議長）安全衛生担当役員
（メンバー）
●人事・総務部長
●各製作所　工場管理部長
●研開セ　技術管理部長
●生技セ　管理室長
●各製作所　安全管理者
●海外子会社　安全衛生管理者

（支援メンバー）
●内部監査室長
● CSR 統括室長

全社展開審議体

会社 組合

各（事）生産部他、全部門で展開

マネジメント

安全方針 ： 全員で自ら作る安全職場

基本理念（指針）

安全方針（行動計画）
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■ 2010 年度の取り組み
①リスクアセスメント活動
　「災害の未然防止」を目的としてリスクアセスメント活

動を推進しています。中でもリスクレベルの高いもの
については、徹底した対策を実施しています。

②「安全体感教室」の設置
　災害を削減するために「安全体感教室」を設置し、

全社員への教育を継続実施しています。
（設置の目的）
①過去の重大災害事例からの教訓および安全保護具

の使用法
②実際に体感できる「安全体感機」による「ヒヤリ・ハッ

ト」体験
③安全ビデオ視聴による災害未然防止教育
④指差し呼称による「服装の乱れ、帽子・ヘルメットの

未着用など」への気づきによる「躾教室」

■ 2011 年度の取り組み
「基本方針」
　“安全優先（安全第一）”への意識改革（災害の未然

防止を軸とした全社員による安全衛生活動の推進）
を達成するために次の重点施策を進めてまいります。

１．全員参加による安全衛生活動の推進
　KY、ヒヤリハット活動による危険源の抽出と、最善

の策を検討し、実施してまいります。
　また、“指差し呼称”を導入し、社員全員で展開を図っ

てまいります。
２．赤チン災害防止活動の実施	 			 

リスクアセスメント活動をブラッシュ・アップし、「職
場の安全性を立証する」を目的とし、取り組みを強化
してまいります。また、ヒヤリ・ハット体験や安全パト
ロールでの指摘事項もリスクアセスメント評価し、対
応を図ってまいります。

３．安全の基礎固め
　監督者が役割を発揮できる社内環境を整備いたしま

す。また、規定・要領類を整備、「作業手順書」や「安
全ポイント」を見直す等、決め事を見直していきます。

４．機械（装置）等への対応
　機械・治工具等の設計段階から安全を立証していか

なければなりません。そのために、源流段階での審
査が抜けがなく効果的に行えるよう仕組みを構築する
とともに、教育を実施してまいります。

５．組織の整備
　重点施策を確実に実行していくために、各事業所の

安全衛生委員会に加え、全社での審議体を設置しま
した。「全社安全衛生実務者会議」は、安全衛生に
ついて協議し上層部に提案する役割を担います。

６．安全教育の徹底
　当社事例を織り込んだ実務に活用できるよう実践活

用教育を実施してまいります。		

マネジメント

安全衛生

【安全体感教室レイアウト図】
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【2011 年度の取り組み】

①メンタルヘルス理解促進のための啓発継続
　衛生週間行事を活用し、全従業員を対象にセルフケ

アについての理解促進を行います。
②管理監督者教育の継続実施
　ラインケア促進のため、管理監督者向け教育を継続

して実施します。
③復職フローの整備
　長期欠勤されている方の職場復帰条件を整備し、スムー

ズな職場復帰と本人の本来の能力発揮につなげます。

■ セクシュアルハラスメント・
　 パワーハラスメント
　働きやすい職場風土づくりにむけて、従業員の啓蒙
活動を行っております。

■ 人権及び雇用
　当社は従業員各々の持てる力を十分に発揮できる公
正 ･ 公平な職場環境を整えるべく、障がい者雇用、次
世代育成、仕事と育児介護の両立支援など、さまざま
な施策をとっています。特に、障がい者雇用については
法定雇用率を達成しており、引き続き施策をとっていき
ます。	

■ 男女雇用機会均等法
　当社は公平性の原則に則った採用活動を行っており、
性別や年齢などによる差別なく待遇することを人事理念
として掲げ、男性にとっても女性にとっても働きやすい
職場作りを進めています。				  

■ 労使関係
　当社では、労使相互信頼を基盤として、健全かつ公
正な労使関係を維持し、企業の繁栄と従業員の労働
条件の維持・改善および生活向上を図ることを目的に、
労使協議会・労使懇談会を開催し、話し合いによる労
使協議を行っています。					   
								      
								      
								      
							     

■ メンタルヘルス
　昨今労働者の心の健康の大切さが叫ばれており、社
会的に心の健康問題に取り組む重要性が増しています。
　当社においても、2007 年度よりメンタルヘルス推進
のため専門業者と提携し、企業としての安全衛生配慮
義務を満たすため、以下の活動に取り組んでいます。

【2010 年度の取り組み】
①健康管理室の設置
　滋賀製作所に加え、秦野製作所、名古屋製作所に健

康管理室を設置し、従業員の健康相談に応えられる
態勢を整えました。

②メンタルヘルス理解促進のための啓発	 		
自分自身へのストレス対応方法を知る機会にするため
衛生週間の行事を利用し、不調者への接し方のケー
ススタディを行いました。また、管理監督者の理解
促進のため積極的傾聴法の教育を行い、話を聴くこ
との大切さを啓発しました。

③情報発信の強化
　イントラにメンタルヘルス推進委員会のページを開設

し委員会の活動状況や、事業場外資源のアクセス方
法等皆様に必要とされる情報の発信を始めました。
また希望者の方には最寄りの相談機関のリストを配
布し早期対応を促しています。

④管理監督者向けマニュアルの作成
　管理監督者が部下の不調に気づく為に、又、気づいた

時にどうすべきかポイントをまとめたマニュアルを作成
し、メンタルヘルス推進委員会のページに公開しました。

〈メンタルヘルス推進委員会ホームページのトップページ〉

マネジメント

メンタルヘルス、雇用
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　2008 年度より従来の階層別教育に職能を加えた「新
階層別職能教育体系」の整備を進め、2009 年より教
育を実施しました。
　2009 年 4 月には人事・総務部に専門部署として教
育グループが新設され、2010 年度からは技能部門教育
も含めることにしました。
　又、社内教育を推進する為に、各部門の代表者で構
成される「教育推進委員会」を設置しています。委員会
の役割は、教育内容の計画立案や実施教育の進捗管
理、テキストの内容チェック等です。社内教育が社員に
とって有益なものとなるように研修の展開等をサポート
しています。（参考：図 1）

■ 教育体系
　従来の「階層別教育体系」に職能別追加の見直しを
行い「新・教育体系（階層別・職能別）」を定めました。	
　「新・教育体系」は、共通、基本技能から OJT まで	
の５層構造とし、
＊全社員に共通して要求される知識・スキル
＊全社員に共通して必要な専門知識
＊事務・技術・技能系それぞれで必要な専門知識
＊それぞれの部署にて要求される専門知識
　などの各層で必要な教育要件を明確にしました。

■ 教育戦略
　第 9 次中期経営計画「T.RAD-9」の重点目標の「人
材育成」について、教育グループの戦略を策定しました。
　あるべき社員像「2013 年度の姿」として教育より得
たヒントを基にして「何をすべきか」ということを、「自ら
考え・自ら実践出来る」人材の育成としました。

■ 2010 年度の取り組み
①「『自ら学ぶ』への変革」を形にする為、「社内教育

の講師養成」を重点施策として推進しました。具体
的には、社外教育や通信教育を通して、講師となる
社員が十分な知識を磨けるようにしました。又、より
ティラドに適した教育内容を目指してもらう為、従業
員講師自らにテキスト作成の機会を与えました。その
結果、部下の育成に大いに尽力できる講師が多く創
出でき、今後の活躍を期待できるようになりました。

②生産ラインで働く新人社員の教育について OJT（on-
the-job training の略）で実施していた共通の教育を
集合教育で実施し、教育の質を向上させました。

■ 2011 年度の取り組み
「『基礎』から『実践活用』へ」を方針に、教育で学ん
だことが実践で活用出来る様に下記の内容に付いて取
り組んでいます。
①講義内容の質向上
　＊教育テキストの内容見直し
　＊講義の内容確認と改善提案

②実践活用教育の実施
　＊教育終了後の理解度テスト、演習の追加
　＊教育の有効性評価
　＊実践課題への取り組み実施	

社内講師による社内教育

図 1 人事・総務部

教育
グループ

教育推進
委員会

人事
グループ

マネジメント

人材教育
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　TMS（T.RAD Management System）の運用を開始
しました。TMS とは、当社独自に効果、効率の良い仕
事のやり方をシステムとして標準化したグローバルな全
社統合事業システムです。仕事の進め方（業務フロ－）、
評価のやり方（評価会、評価者、評価項目、評価帳票
類等）を明確にして、事業システムとして確立しました。
　これによって、重要案件の経営層による評価が明確
化され、また、事業や商品開発の企画初期段階から全
員参加によって英知を集結し、問題を先送りせず前倒し
に解決することで、円滑な事業や商品開発の立ち上げ
が可能となりました。

TMS は経営・企画・事業展開に加えて、QMS、EMS
等のマネジメントシステムを抱合し、環境、品質、安全等、
多方面の取り組みにも活用していきます。

　2011 年 6 月、T.RAD は新たに下記の認証を受けました。
					   
　● ISO9001と ISO14001（全社統合版）		 	 	 	 	 	 	
　● TS 16949（全製作所）	
					   
　ISO9001や ISO14001は、本社や各製作所で各々に認証を受け、運用・管理を行っていました。しかし、
品質と環境に対して全社一丸となった取り組みや管理を重視し、この度、全社統合認証を取得しました。又、
品質については、TS16949 の追加によってシステムのグレードアップを実現しました。	

認証証書

　TMS（T.RAD Management System）

経営方針・企画

事業企画・戦略

基礎、
先行開発 人権

雇用
公生事業
社会貢献

地球環境
生物多様性

社会環境

社会的満足

QMS 顧客満足
TS16949、
ISO9001

CSR
ISO26000

EMS
ISO14001

技術企画・戦略 事業案件

安全

TMS

マネジメント

TMS の運用

ISO の全社統合化
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T.RAD　EMS 展開イメージ図

認証取得状況
国内事業所 認証システム 取得日 進展
滋賀製作所

ISO14001

2000 年 10 月 ○
名古屋製作所 2001 年 6 月 ○
秦野製作所 2004 年 1月 ○
本社 2008 年 9 月 ○
全社統合マネジメントシステム 2011 年 6 月 ○
海外連結会社 認証システム 取得日 進展
T.RAD North Americ,Inc.（アメリカ）

ISO14001

2000 年 10 月 ○
東洋熱交換器（中山）有限公司（中国） 2005 年 2 月 ○
T.RAD Czech s.r.o.（チェコ） 2007 年 4 月 ○
T.RAD （Thailand）Co.,Ltd.（タイ） 2007 年 12 月 ○
T.RAD Italia S.p.A.（イタリア） 2008 年 12 月 ○
PT.T.RAD INDNESIA（インドネシア） 2010 年 8 月 ○
OOO TRM（ロシア） 2012 年取得予定 ⇔
国内連結会社 認証システム 取得日 進展
東和運輸（株） グリーン経営 2007 年 12 月 ○
アスニ（株） KES 2008 年 12 月 ○
東和興産（株） KES 2009 年 2 月 ○

　ティラドは、国内事業所や海外事業所、関連会社、仕入先、物流委託先を巻き込んだ EMS の段階的な発展を
通して、環境活動の継続的な改善を図っています。

進展状況目安：○目標達成　⇔進展中

●環境側面の
　特定
●管理内容の
　決定

●管理・
　対策の実施

●実施の監視
●管理の内容の
　吟味

●更なる
　改善策の実施
●適切な管理の
　継続

PlanAct

DoCheck
関連会社
EMS

国内
事業所
EMS

海外
事業所
EMS

仕入先
EMS

環境活動の
継続的な
改善

物流
委託先
EMS

スパイラル
アップ

ECOティラド

■ 認証取得状況・予定

■ ティラド EMS の展開

T.RAD　EMS の PDCA

マネジメント

環境マネジメントシステム (EMS)



課題 中期活動計画 活動項目

グローバルな環境マネジメント体制の構築

全社的推進組織の維持と環境方針の見直し

環境中期計画 2013 の制定と推進

ティラドグループ環境マネジメントへの展開と拡大

環境リスクマネジメントの充実

仕入先との連携
仕入先との連携強化

グリーン調達ガイドラインの運用拡大

教育・啓発の充実
教育と人材育成

啓発手段の開発と推進

環境コミュニケーションの充実と整備
ホームページ環境サイトの充実

環境・社会報告書の充実

社会貢献活動の整備・充実

事業継続マネジメントの展開

コンプライアンス周知啓蒙

全社安全衛生活動の充実

生物多様性への配慮

生産におけるCO2の削減

CO2 総排出量の削減

CO2 原単位排出量の向上

省エネに貢献する設備開発

物流におけるCO2の削減 原単位エネルギー使用量の向上

地球温暖化防止に役立つ製品開発

環境貢献製品による CO2 削減

EV・HEV 分野での商品化

燃料電池分野での商品化

環境負荷物質の使用量の削減
PRTR 対象物質の原単位排出・移動量削減

産業廃棄物の削減

大気汚染防止
法の順守（含む水質・土壌汚染防止）

原単位 VOC 排出・移動量の削減

環境配慮型設計（DfE）の推進体制の準備
環境負荷物質管理サポートシステムの整備

ライフサイクルアセスメント評価の実施と公表

リサイクル・省資源に役立つ製品開発
製品の軽量・小型化

新材料の商品化

省資源活動 原単位水使用量の削減
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環境活動の目標と実績

環境・社会中計 2013（2010 年度目標と実績）



2010年度実施項目・目標 2010年度実績 評価 関連頁

2010 年 3 月生物多様性追加 統合マニュアル・グリーン調達ガイドラインへ折込完了 ○ P6

環境中計統括表で評価：○項目率 90％以上 ○項目88.2％ △ P18

全社統合認証取得、グローバル展開準備の完了 2011年6月取得済　海外現法環境目標設定済 ○ P5

国内５地区の相互順法監査の継続実施 2010年10月実施済 ○ P20

EMS 認証・ティラド認定取得率 90％以上 EMS認証・ティラド認定取得率89％ △ P34

海外子会社 5 社での運用展開 改定版グリーン調達ガイドライン11月運用開始済 ○ P33

社内教育講師育成人数9人以上、受講率 95％以上 講師育成人数10人　受講率99％ ○ P14

わかりやすいマニュアル整備、全管理職・監督職教育 マニュアル整備済　教育は6月完了　8月より運用開始 ○ P15

ﾎｰﾑページ報告書新規情報の充実（5件／年以上） 新規記事案15件提示済 ○ －

DBJ 環境格付自己評価シート：175 ／ 250 点以上 評価結果：181／250点 ○ P19

危機管理マニュアル制定と検証 震災発生時緊急対応・危機広報各マニュアル整備済 ○ P9

業務関連法令整備・周知 業務法令チェックシートによる自己診断済 ○ －

安全衛生に関するﾘｽｸカタログの整備 リスクカタログ整備完了 ○ P11

リスクアセスメントの継続実施と対策フォロー 各地区にて2ラインのリスクアセスメント整備完了 ○ －

経団連「生物多様性宣言推進パートナーズ」への協力 経団連アンケート協力　EPOC入会とセミナー参加 ○ P36

CO2 総排出量の削減（2006 年度比▲8％） 2006年度比▲13.7％：目標達成 ○ P29

CO2 原単位排出量の削減（2006 年度比▲5％） 2006年度比▲2.5％：目標未達 × P29

ろう付炉の省ｴﾈ工法の確立 試作省エネ炉製作完了 ○ P29

原単位エネルギー使用量の削減（2006 年度比▲4％） 2006年度比▲30.6％：目標達成 ○ P29

環境貢献製品による CO2 削減量　500t - CO2 1072t - CO2 ○ P5

環境貢献製品の基準・効果算定の確立 製品使用中のCO2削減量計算基準整備済 ○ P21

インバーター用熱交換器の RD0 開発の完了 RD0開発完了 ○ －

ﾓｰﾀｰ用ｵｲﾙｸｰﾗｰの商品化 次期モデルをターゲットに変更 × －

改質器の RD0 開発完了 RD0開発完了 ○ －

改良熱交 RD0 開発完了 RD0開発完了 ○ －

PRTR 原単位排出・移動量削減（2006 年度比▲4％） 2006年度比▲25.1％：目標達成 ○ P30

産業廃棄物の再資源化率向上（92％以上） 再資源化率95.4％：目標達成 ○ P31

5地区の相互順法監査の継続実施 2010年10月実施済 ○ P20

原単位 VOC 排出・移動量削減（2006 年度比▲12％） 2006年度比▲16.5％：目標達成 ○ P31

現生産管理システムでの部品重量入力の徹底 現状JAMA入力業務での部品重量入力徹底済 ○ －

環境貢献製品の LCA 解析設計部門内普及活動推進 ３アイテム解析済 ○ P26

自動車用高性能コアの RD0 開発完了 RD0開発完了 ○ －

高強度薄肉材料の RD0 開発完了 RD0開発完了 ○ －

全社原単位水使用量の削減（2006 年度比▲4％） 2006年度比▲7.4％：目標達成 ○ P32

※注記１　原単位エネルギー使用量では未達でしたが、CO2 排出量では 39.9％削減しました。
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ロゴ ランク 点数 金利

松（特別表彰） 200点以上 n/a

松 A 環境への配慮に対する取り組みが

特に先進的 160点以上 特別金利Ⅱ

竹 B 環境への配慮に対する取り組みが

先進的
140点以上〜

160点未満 特別金利Ⅰ

梅 C 環境への配慮に対する取り組みが

十分
120点以上〜

140点未満 一般金利

対象外 120点未満 不合格

■ 2010 年１月  DBJ 環境格付「竹」評価取得

　当社は 2010 年１月、日本政策投資銀行（以下略「DBJ」
より、「環境への配慮に対する取り組みが先進的」であるという

「竹」と評価されました。

【評価のポイント】
１. 全社統合マネジメントシステムには、環境・品質だけでなく

経営戦略に関わる事案も組み込まれている。又、この管理
体制を海外まで展開している点。

２. 仕入先や物流委託先へ EMS 認証取得を促す等、サプラ
イチェーンの環境負荷にも配慮している点。

３. 社会的注目度の高い CO2 について、原単位だけでなく総
量による削減改善に取り組んでいる点。

【格付の意味】
●「優遇金利融資」の対象として認定され、低金利の融資を

受けることができました。
●本評価は、UNEP IF（国連環境計画金融イニシアティブ）

や環境省等の動向を踏まえた中立的評価に基づく為、環境
経営における信頼性の目安となります。

●更なる改善への指標となります。

【今後の目標】
　2013 年度中に 1ランク上の格付「松」の認定を得るように、
環境マネジメントシステムの更なる飛躍を目指しています。

2013年目標

2010年実績

DBJ のホームページでは、「環境格付融資先実行一覧」が公表されています。ティラドの名前もご覧になれます。
http://www.dbj.jp

※表は、DBJ を参照。
※ 120 の質問に対し、250 点満点で採点される。ランクにより、使用が認められるロゴの葉の数が異なる。

当社の環境取り組みに対する公的評価
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■ 順法状況

■ 環境リスク管理体制

2010 年度は、大気・水質・土壌等の法令違反・事故はありませんでした。

運用・維持管理

監視及び測定

是正・予防措置

処置内容の評価

事故・緊急事態対応の報告書作成

所長・統合管理責任者へ評価結果と是正処置内容を報告

T.RAD リスク管理体制

2010年度環境関連法順守状況と事故・苦情状況  　　（単位：件）

本社 秦野製作所 名古屋製作所 滋賀製作所 笠寺工場

法令違反 0 0 0 0 0

罰金・訴訟 0 0 0 0 0

事故 0 0 0 0 0

苦情 0 0 1 0 0

【名古屋製作所】夜間構内運搬車のアラーム音がうるさいと近隣住民より苦情がありました。
【原因】構内運搬車のアラーム音が大きすぎる。
【対応】安全面確保のためヘッドライトを改善し夜間はアラーム音をとめて対応しました。

ティラドでは、特に内部監査を充実することでリスク管理の強化を図っています。
①相互順法監査	 ：	法令を順守して、適切なリスク管理が行われているかを客観的に判断する為、
		  国内の事業所間で、お互いの管理を監査しています。
②全社統合マネジメントレビュー	：	管理の問題点や実施内容の適切さを全社的に評価しています。	

順法評価

・相互順法監査
・全体マネジメントレビュー
・第三者機関による外部監査

事故・苦情
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■ ECO.TRAD
　ティラドは、中期経営計画「T.RAD-9」で、環境貢献商品の販売が全商品販売費の 30％以上まで拡大すること
を目指しています。又、環境貢献の度合いもより大きくなるように、環境負荷が更に少ない製品の開発も進めています。

■ 環境貢献製品とは？
　ティラドの一定基準を満たした商品を「環境貢献商品」としています。
商品は、各々に性能や環境負荷の貢献度合いが異なります。こうした違いを、製品の「環境指標」として表し、こ
の値が基準値以上であれば、「環境貢献商品」と特定しています。「環境指標」は、ライフサイクルアセスメントに基
づいて算出され、その算出方法は、自動車部品工業会のガイドラインに基づいています。

環境配慮への推進力
経営計画 法律・規制・政策

■環境ビジネスへの参入と拡大　

■排ガス規制等　　　■REACH※

■3R政策※　　　　　 ■RoHS※

顧客要求・市場動向
■低燃費・省エネ製品への需要拡大
■環境負荷の少ない製品にたいする付加価値の高まり

製　品　群
自動車用熱交換器 建産機用熱交換器

■ハイブリッド車（HV／PHV）用
■電気自動車（EV）用
■燃料電池車（FCV）用
■クリーンディーゼル車用

■ハイブリッドフォークリフト用
■ハイブリッドショベル用
■燃料電池フォークリフト用

定置機器用熱交換器
■家庭機器燃料電池用

具　体　例 効　果
■インバータ冷却器
■HVモータ用オイルクーラ
■2次電池用冷却器
■エネファーム用熱交換器
■高性能熱交換器（ACoM）
■LED照明用熱交換機
■EGRクーラ
■インタークーラ
■ATFウォーマ

温暖化防止

省資源化

NOx 低減

性能向上

※循環型社会の形成を目指して経済産業省が推奨する3R（Reduce :廃棄物の発生抑制、Reuse：再使用、Recycle：再資源化）政策
※ REACH：Registration, Evaluation, Authorisation and Restriction of Chemicals（化学物質の登録、評価、許可、制限）
※ RoHS : Restriction of Hazardous Substances（危険物質に関する制限）

環境に配慮した製品開発

■ 環境配慮型社会をリードするティラドの製品開発



環境活動の目標と実績
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ハイブリッド用熱交換器　売上予測

（年度）

（単位：億円）

機能性、耐久性、メンテナンス性に
優れたティラドの熱交換器。
建設産業機械分野でも
ハイブリッド需要に応えた
部品展開を進めています。

ACoM

補器冷却用
ラジエータ

EGR
クーラ

その他
・ モータ用
　オイルクーラ

・ キャパシタ用／
　インバータ用
　ヒートシンク等

その他
・ヒータコア

・燃料クーラ

インター
クーラ

オイル
クーラ

ラジエータ

　エコカー向け環境貢献製品の売上構成比を伸ばしていきます。

　環境貢献：ハイブリッド向けの熱交換器を市場へ！

既搭載

ハイブリッド用

FCV用

EV用

PHV用

HV用

従来車用

ラジエータ インタークーラエンジンオイルクーラヒータコア

ATF ウォーマ

EGR クーラ
排熱回収器用
熱交換器

燃料クーラ

補器冷却用
ラジエータ

モータ用オイルクーラ
インバータ用
ヒートシンク

特殊
インタークーラ

リチウムイオン二次電池
冷却用熱交換器

■ 自動車用熱交換器

■ 建設機械用熱交換器


